
がんプロフェッショナル養成基盤推進プランの一環として、慶應義塾大

学大学院薬学研究科薬学専攻博士課程 平成 25 年度の下記講義を、一般

の社会人薬剤師の方々へ公開致します。 

（ただし、本講義の受講によって、大学の授業科目としての単位の取得や認定薬剤師単位の受領はで

きません。） 

 

≪受講料≫ 

無料 

 

≪申込み資格≫ 

薬剤師に限る 

 

≪お申込み方法≫ 

 下記講義一覧の中より希望の講義を選択し、申込用紙をダウンロードのうえ、必要

事項をご記入いただき下記宛てに郵便またはファックスでお送り下さい。追って申込

み完了のご連絡をさせていただきます。 

 

（申し込み先） 

 〒105-8512 東京都港区芝公園 1-5-30 

 慶應義塾大学大学院薬学研究科 

 がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン事務局 

 TEL：03-5400-2498  FAX：03-5400-2633 

 

≪締め切り≫ 

2013 年 5 月 10 日（金） 

 

■お問い合わせ先 

 慶應義塾大学大学院薬学研究科 

 がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン事務局 

 TEL：03-5400-2498  FAX：03-5400-2633 

 メールアドレス：kyg-sympo@adst.keio.ac.jp 

 

 



医 療 系 薬 学 特 論 Ⅰ １単位 選択 

講義日程：  
春学期：火曜日 

  秋学期：土曜日 
講義時間： 

1 限目  9:20～10:50 

2 限目 11:00～12:30 

6 限目 18:30～19:50 

7 限目 20:00～21:20 

担当教員： 

齋藤 英胤  教授（薬物治療学講座） 

木津 純子  教授（実務薬学講座） 

福島 紀子  教授（社会薬学講座） 

望月 眞弓 教授（医薬品情報学講座） 

服部 豊     教授（病態生理学講座） 

大谷 壽一    教授（臨床薬学講座） 

＜講義の概要＞ 

医療に関するテーマについて臨床研究を実施し発表するための知識や技術を身につけることを

目標に、疾病と薬物治療の観点から、医薬品の作用機序、臨床検査および臨床薬物動態の評価、

臨床研究計画立案、統計解析について理解を深め応用できる力を習得する。 

回 日 程 講 師 内 容 

１ 
5／14 

(火) 

6 

限 
望月 

質の高い臨床研究論文をまとめる能力を高めるための基

礎として、介入研究の英文論文を用いて、論文の質の評価

と書き方の初歩を習得する。 
  2 

5／14 

(火) 

7 

限 
望月 

  3 
5／21 

(火) 

6 

限 
福島 

薬剤師主導型の健康、医療に関する政策や教育的介入を立

案、実施、検証するための知識や技術を身につけることを

目標に、医療者と消費者のヘルスリタラシーギャップ、メ

ディアの健康情報の影響などについて、論文等を用いて解

説する 

  4 
5／21 

(火) 

7 

限 
福島 

  5 
5／28 

(火) 

6 

限 
福島 

  6 
6／4 

(火) 

6 

限 
服部 

疾患の実例を挙げながら、分子病態、臨床検査、薬物治療

選択の考え方などについて概説する。さらに、各疾患ごと

研究的な領域についても紹介する。たとえば、病態が解明

されていない疾患については遺伝子・分子レベルでの発症

機序の解明法、新しい検査法を用いた疾患の層別化法、標

準的治療が確立していない疾患では臨床試験の立案を含

めた対処法などを解説する。 

     



  7 
6／11 

 (火) 

6 

限 
大谷 

臨床試験および非臨床試験の結果から医薬品の体内動態

特性を定量的に把握するとともに、規定される薬学的問題

点を的確に見出し、それらを臨床における薬学的ケア、医

療従事者・患者向け情報提供、レギュレーションなどに応

用できる力を習得する。また、in vitro 試験の結果から、生

物学的母集団薬物動態シミュレーションの手法を用いて、

in vitro における薬物動態や薬物相互作用を予測するため

の手法を学ぶ。具体的には、複数の医薬品を題材に用いつ

つ、演習を交えた解説を行う。 

  8 
6／11 

 (火) 

7 

限 
大谷 

9 
6／18 

 (火) 

6 

限 
大谷 

10 
6／25 

(火) 

6 

限 
木津 科学的根拠に基づいた感染症治療に関する最新知識を習

得し、薬剤師主導型の臨床研究が立案できるようになる。

さらに、抗菌作用以外にも種々の作用を有する抗菌薬を例

に、臨床にフィードバックできる基礎研究が立案できるよ

うになる。 11 
6／25 

(火) 

7 

限 
木津 

  12 
7／2 

(火) 

6 

限 
齋藤 慢性疾患の概要を知り、その上で、質の高い論文をもとに

薬物治療の大規模臨床試験を演習形式で理解してもらう。

その中から効果と副作用を抽出し、効果に影響する様々な

因子の解析を理解する。その上で、創薬に求められるもの

を考察する。   13 
7／2 

 (火) 

7 

限 
齋藤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



申 込 用 紙 

 

   お名前                  ご所属               

ご住所                                   

   生年月日 （西暦）            薬剤師番号             

   ご連絡先（電話番号）                            

   メールアドレス                                 

 

回 日程 講 師 申込み希望 

1 5／14(火) 6 限 18:30～20:00 望月  

2 5／14(火) 7 限 20:00～21:30 望月  

3 5／21(火) 6 限 18:30～20:00 福島  

4 5／21(火) 7 限 20:00～21:30 福島  

5 5／28(火) 6 限 18:30～20:00 福島  

6 6／4(火) 6 限 18:30～20:00 服部  

7 6／11(火) 6 限 18:30～20:00 大谷  

8 6／11(火) 7 限 20:00～21:30 大谷  

9 6／18(火) 6 限 18:30～20:00 大谷  

10 6／25(火) 6 限 18:30～20:00 木津  

11 6／25(火) 7 限 20:00～21:30 木津  

12 7／2(火) 6 限 18:30～20:00 齋藤  

13 7／2(火) 7 限 20:00～21:30 齋藤  

   ●個人情報の取扱：申込時に提供された個人情報は受講者管理及びご案内の連絡以外の目的には使用いたしません。 

 

（郵送先）〒105-8512 東京都港区芝公園 1-5-30                      （FAX） 

 慶應義塾大学大学院薬学研究科 がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン事務局      03-5400-2633 


